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齢者の体力(3)
経過について
高
加齢
渡辺政史・松本三紀夫（法政大学）
中山三男・本間昭彦（美山苑）
１．はじめに
高齢者は加齢に伴って体力が低下するが、その個人差は大きい。又、このillll定の多くが行動的体力
の測定である。高齢者の日常L'１活で行動体力のレベルが活動的健康に結びつく要素もあるが、しかし
ながら、敏捷性や瞬発性などは必ずしも高く必要とはしない。それよりも個人の生活環境で、活動に
必要とする体力要素に注意を置かなければならない。そして体力の要素と健康との関わりも大切な問
趣であろう。高齢化社会に進み、多くの人々が健やかな心・身を保つための手がかりを得るために数
種目の測定を行ない、又、数人の’Ｍ三ｈW者の経年的変化を調査したので報告する。
２．万法
(1)期日昭和６２年７)］２３１小２４１」
(2)場所八王子TIj美llllllJ美１１１苑
(3)対象６５才から８５才までの健康な男女24名
ｿ)'性１１名平均７３２才
女性１３名平均75.6才
(4)経年的変化は過去３～１年llMに於ける個人成績をみた。又、この経過と苑の生活活動能力と対比
した。
3．測定種目と内容
(1)身長体格測定
(2)体重体格測定
(3)長座体前屈柔軟性
床にＩＭＩをおろし、両膝を前ヘイ['１ばす。手を揃え、掌を下に向け足先へ(['１ばす。膝が曲がらないよ
うに注意する。師の位置をOとし指先が前に出たときは＋、Iijlかないときは－で趣からつま先まで
－３５－ 
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のlIli雛をｊ１ｌｌ定する。
(4)｜Ⅲ〔そん届姿勢脚柔軟性、平衡Llミ
立位姿勢で踵をつけ、爪先を９０゜に|;H〈。ゆっくりと爪先立ちで深く腰を下げ、膝をllMく。上体
は立てて手は膝におく。その姿勢でllli(を閉じる。姿勢を１１))し手や腕を床に着くまでの時Ｉｌ１ＩをiilIllる。
(5)ステッピング敏捷性
足が床に着く高さの椅子にかけ、３０秒llllその場で足踏みをする。両足で踏んだlUl数を記録する。
(6)合昇降脚筋ノノ
高さ15cm、幅30cm、長さ２ｍの台を30秒|('１昇降する。昇った足から降りる。lnl数を記録する。つ
ま先を台の端に引っかけないように注意する。
(7)ジグザグ歩・走歩行敏捷性
スタートラインから１ｍおきにポールを12本立てる。ポールに触れないようにジグザグ歩或は走
を行ない、その時間をiHI定する。ポールを倒したときは１１１び試行する。
(8)髄、一前脳擦りllkll協調性
椅子にかけ、片方の踵で膝から足首を擦る。常にM1iiがIIlIlにiMlれていること。足首一膝一足首
を１回として30秒間の回数をillllる。左、右iili方行なう。
(9)握力、筋力
左右２１mづつiu'|定し高い値を記録する。左右の平均を||}す。
(101閉眼片足立平衡性
爪先を約60.に開き、その姿勢から片足立ちになり、安定したらiilljllllを脚化る。姿勢が人きく揺
れたり、支持足の位樋が動いたり、あげた足が床についたり、’111を開けたりするまでの時'''1をi'''１定
する。検著２名が近くに立ちバランスを崩したときの補助をする。
(１１）単純反応時間（反応時'''１）
反応時'１Ｍ'１定器（竹井機器製）を川いて、光刺激に対して指による反応lMi間をilIIl定する。５１lll実
施して平均値を記録する。
(1Ｊ数合わせ手作業能力
本紀要5号2619i)図示のランダム表を左I1から右方のlllfi序に従い、その数字悉号の恭石と同じ番
号の箇所へ掻く。碁石251M1をＡの；W1からＣの桁に移し終わるまでの時'''１をilIll定する。Ａ箱とＣ縮は
１ｍ離す。Ｂ表は被検者の前に極く。
(１３）５分'１１１歩走歩行能力、持久性
l1i1il80mのコースを歩き、その距離と|;M始前、終了後の脈拍数、’''1圧をil1'|定する。歩行途中身体
の調子によりゆっくり走ってもよい。歩行前履物の点検をする。
－３６－ 
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4．結果と考察
体格についてはローレル指数を算出した。厚生省の肥満とやせの判定表、図9)からみると、リ),性
〔表１〕はふつう４５％（５０％）、やせすぎ０％（６％）、やせぎみ０％（１２％）、ふとりぎみ４５
％（６％）、ふとりすぎ９％（２５％）、女`性〔表２〕はふつう５４％（５０％）、やせすぎ23％（２９
％）、やせぎみ２３％（７％）、ふとりぎみ０％（７％）、ふとりすぎ０％（７％）であった。
（）は前年度
この結果からは特別な傾向はみられない。女性のふとりぎみ、ふとりすぎがＯであったことは、今
回のiHll定に於て該当者が受検しなかったことによるもので、苑生活者の中に不在ということではない。
表１男性
６３０ 
５８．０ １５８．８ 
５２０ １２４６ 
５０．０ 
６１．０ ］４８．９ 
５４０ １３０．６ 
５４．０ 1６７．５ 
５０．０ １３１．７ 
５８０ １５８．８ 
５１．０ １７０７ 
１４２７ 
５９１ １４９．８ 
４．３２３ 
－３７－ 
〃 氏名 生年月日 年齢 身長
ｃ、
体重
k９ 
ローレノレ
指数
１ Ｙ・Ｕ Ｔ１１９．２８ 6４ 1６６．５ 6３．０ 1３６．４ 
２ Ｈ・Ｋ Ｔ９．５．１３ 6７ 154.0 5 1
３ Ａ・Ｉ Ｔ８．１．１ ６７ 161.0 ２． 1 ４．
４ Ｓ･Ｋ Ｔ６．９．１９ ６９ 1 ６０．０ 1７７．７ 
５ Ｈ・Ｋ Ｔ３９．２４ 7２ 1６０．０ 1
６ Ｙ･Ｔ Ｔ２１０．１５ 7３ 1６０．５ 5 1
７ Ｋ・Ｋ Ｍ４３．３．３０ 7７ 1４７．７ 5
８ Ｔ・Ｓ Ｍ４２８．２５ 7７ 1５６．０ 5 1
９ Ｅ・Ｎ Ｍ４２．３．２５ 7８ 1５４０ 5８．０ 1
1０ Ｋ･Ｍ Ｍ４０．３．２６ 8０ 1４４．０ 1 ０．
1１ Ｍ・Ｕ Ｍ３９．１２７ ８１ 1５５．８ 5４．０ 1 ２．
Ｎ 1１ 11 1１ 1１ 
Ｍ 7３２ 1５５．４１ ５ ．９ 1
Ｓ 。 ， ① 5.8 6．５１６ 4 1８．０ 
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表２女性
|年齢
下 １３４０ ３８．０ １５７．９ 
１４７．５ ４６．５ １４４９ 
］３９５ ３７．０ １３６２ 
１４７．０ ４２．０ １３２．２ 
１３９．０ ４６．０ １７１２ 
］４７．０ ５１．０ １６０．５ 
１４２．５ ４７．０ １６２４ 
］５００ ３３．０ 
１４２５ ３６．０ 
］４］､０ ３９．０ １３９１ 
１４７．０ ５４０ １６９９ 
１４１０ ３３．０ １１７．７ 
１４３０ ４４．０ ］５０４ 
１４３．１５ ４２．０４ 
４．４２２ ６．６９７ 
｛本力について
《長駆体前川》衣３，表４
ｿ)性-11.3cm、女性－１．８cmは過去３回のillll定を通じてりj女とも最も低い数値である。一ｌＬ３ｃｍ、女性－１．８cmは過去３回のil 疋を通じてりj女とも最も低い数値である。この極'三｜
は加齢による低下'i'Kは少ないとの指摘IOがあるにもかかわらず、低い数値であることは苑の生活が
影響しているものと考えられる。
《閉眼そん居》表３，表４
リ)性、女性とも過去のillIl定から考えれば打ち切りl1fllllの60秒はさほど困難なものとは考えられない。
時''１１の短さは足|渕節、膝関節の可動性の低さ、大'１１世筋のｌｌｉｉ性の欠除、肱活中の歩行習慣の有無などの
影響であろう。
－３８－ 
ﾉﾙＩ 氏名 生年)]日 身長
ｃ、
体重
k： 
ローレノレ
指数
１ Ｋ ０ Ｙ Ｔ９．９．２２ 6６ 134.0 38.0 1
２ Ｈ・Ｙ Ｔ６．７．２０ 7０ 1 46.5 1 ４．
３ Ｍ・Ｙ Ｔ６．４．１０ 7０ 139.5 37.0 136.2
４ ０．Ｎ Ｔ６．１．１５ 7０ 1 4 132.2
５ Ｍ・Ｉ Ｔ４．３．５ 7２ 139.0 4 171.2
６ Ｋ・Ｓ Ｔ２．９．２８ 7３ 1 1 ０
７ Ｋ･［〈 Ｔ２．９．８ 7３ 1 1 ２．
８ Ｋ・’ Ｍ４１．８．１０ 7８ 1 ０． 33.0 9７．７ 
９ Ｍ・Ｙ Ｍ４０．１０．２０ 7９ 1 ２． 36.0 124.4 
1０ Ｆ・Ｋ Ｍ３９．６．５ ８１ l ＬＯ 3 1 ９．
1１ Ｔ・’ Ｍ３７．２．５ 8３ 1 5 1 ９．
1２ Ｔ・Ｍ Ｍ３７．１．２ 8３ 1 １． 3 1
1３ Ｔ・Ｋ Ｍ３５．２．１１ 8３ 1 ３． 1 ０．
Ｎ 1３ 1３ 1３ 1３ 
Ｍ 7５．６ 143.15 4 143.4 
S、，． 6.2 4 6 21.7 
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《ステッピング》表３，表４
最大(直が女性の56回、岐少値がりj性の161回|であった。この動作は口常生活の動作とは直接的に関連
は深いとは思われないが、脚動作の切替えで女性の回数が多い。
《台昇降》表３、表４
前回の測定と比較するとり)性311Lil（２％）、女性z911jl（２１％）の低下がみられる。それぞれの
最大厄|数は男性１７[ⅡＩ（前'11122回）、女性１６回（前回１８）であった。このiilIll定期日までは階段不使
川のＬｌﾐ活によることも考えられる。１２）に指摘の脚Ｉ}'1腰筋力が日常生活能力に影響があることを考え
れば、この数値の低~ﾄﾞは''１１鼬であろう。
《ジグザグ歩・走》表３，表４
リ)女間の差は０．２秒（前lnlは００４秒）であった。前|Ⅱ|と比較するとり)性Ｌ26秒（８％）、女性Ｌ４２
秒（８９％）低い。又、この項'1では前回のiHl1定で在宅女性と苑女性ｌｌｌｌに有意差の認められた項｢lで
ある。
表３列性
１３９ 
１９４ 
１３．８ 
－１３ １６．７ 
－１７ 
１０ 
１１３ １１３ 1７．０１ 
１６２４ ２．９０ ４１０５ 
－３９－ 
/〃【 長庄休前llll
Ｃｎｌ 
IlIll 
姿
IIilそん
sｅｃ 
墨 ステッピンク
lnl 
ｂも 台昇降
|IJI／30秒
ジグザク｡､ 
歩・走
sｅｃ 
1 ０ 6０ ２ 1２ 1５．５ 
２ ７ 6０ ８ 1７ 1３．１ 
３ ６ 6０ ８ 1３ 1３．９
４ －１７ 6０ ５ ９ 20.9 
５ －１４ 1７ ４ 11 1９．
６ －１８ 6０ ４ ６ 
７ －２９ 2３ ６ 1２ 1４１ 
８ －１３ ６０ ７ 1１ 1
９ ４ 6０ ４ 1２ 1６．５ 
1０ 6０ ３ 1３ 1
1１ ６０ ６ ８ 2６．２ 
Ｎ 1１ 11 11 １１ 1
Ｍ －ｌＬ 52.7 35.2 11.3
Ｓ、 9．９０ 1 ．２ 92.7 2 4．１０
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表４女性
－１３ 1０ 
－１２ １４．７ 
－２ １１６ 
６０ １７ －３ 
１１ １５７ 
１６ １７．８ 
１６０ 
－５ １９８ 
－２ １５０ 
10 
１８ １１．９ １７．０１ 
２５２４ ４１０５ 
《かかと－前すね》表５，表６
男性右２９５，左２８７、女性右２７．７、９５，左２８７、女性右２ ．７，左２８４で大きな左右差はみられない。前回と比較すると男
性右６６、左５５、女性５．７，左3.6と前回を上まわった。又、前回は苑、在宅男性とも左が多かっ
たが、今回の男性が0.8だけ右が多い。
《握力》表５，表６
男性４３．５kg、女性２１５ｋｇの最高{画を示した。左右差をみると男性9.51〈g、女性14kgであった。前
回とは男性２５９kg、女性3.03kg低い。
《閉眼片足立》表５、表６
男性2.1秒、最高７秒、女性2.3秒、最高７秒であった。前回とは男性0.8秒、女性１２秒低い。
これは老化度の示標とも云われており'’今後の個人の傾向を調査すべきものであろう。
－４０－ 
〃 長座体前屈
ｃ、
閉眼そん居
姿勢
ｓｅｃ 
ステッピング
回
台昇降
厄|／30秒
ジグザグ
歩・走
sｅｃ 
１ 6０ ４０ 2０８ 
２ 1０ ５６ 1６ 1
３ ２ 6０ 3０ 1４ 1
４ ５ 6０ 4０ １３ 1６．７ 
５ ７ 6０ 4８ ７ 26.5 
６ １１ ０ ４０ ９ 1９．９ 
７ ３ 6 4８ 1 1４８ 
８ ８ 6０ ４０ 1 1５．７
９ －１ 6０ 4８ ９ 1
1０ ０ ２ 3２ 1５ 1６．０
1１ ５ 2２ 2６ ９ 1９．８
1２ ５ 6０ 4４ 1３ 1４４ 
1３ ２ 6０ ４０ 1２ 1５．０
Ｎ 1３ 1３ 1３ 1３ ０
Ｍ 一Ｌ 44.2 4０．９ 1 1
Ｓ、 8．４４ 2 ．２ 8．２３ 3．０７ 4．１０
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《単純反応時間》表５，表６
男I性0.280秒、女性０２３７秒で、前回より０．０７秒、００４秒上まわった。前回と同様に女性群が高
い値を示した。
《数合わせ》表５，表６
男性235.3秒、女性242.2秒は前回とあまり差はないが、このなかで男性最長時間５６２秒、女性最
長時間４５３秒を除けば１９９秒、２２４秒と前回を３１秒、１３秒と短縮している。前回は苑、在宅とも
に女性群の成績がよかったが今回はﾀﾞﾂ性群がわずかによい。
表５男‘性
３１．０ ３４０ ０．２０３ 
０．２２４ １８８ 
３１０ ３３０ ０．２４４ １７４ 
２８ ２４．０ １８．０ ０．２０２ １９７ 
４０．０ ４１０ ０．３３５ ２８０ 
２４５ ０．３４７ ５６２ 
２５．０ ０２８３ １９０ 
２７ ２８ ０．２６８ １７０ 
３８ ２４．８ ０．３２３ １５１ 
２４５ ０．２４１ １５１ 
２９ ２２．０ ２３．８ ０．４１２ ２９０ 
1０ 10 １１ 
２９．５ ２８７ ３０．０５ ３０．５１ ０．２８０２ ２３５．３ 
６．７２ ６．６２ ８．９８７ ７．５３４ １９２ ０．６７０１ １２４５９ 
－４１－ 
〃
かかとで前すね
右足
回
左足
回
握力
右手
k９ 
左手
I(： 
平均
k９ 
閉眼
片足立ち
sｃｃ 
単純
反応時間
ｍｓｅｃ 
数合わせ
ｓｅｃ 
１ 2６ 2４ 37.0 3 ３ 
２ ４５ 4４ 4２．０ 45.0 43.5 １ 0 1
３ 2８ 2８ 35.0 3１．０ 3３．０ ７ 0 1
４ 2 2４ 2 1 ２１．０ １ 0 1
５ 2５ 2４ 4０．５ １ 0 2
６ 2 3２５ 28.5 １ 0
７ 2５ 2７ 2 2５．０ 2５．０ １ 0．２８ 1
８ 2 2 38.5 ３５．５ 37.0 ４ 0 1
９ 3 3７ 29.5 2０．０ 24.8 ２ 0 1
1０ 2４ 2５ 2５．５ 23.5 24.5 １ 0 1
1１ 2６ 2５．５ 22.0 2 1 0 2
Ｎ ０ 1 １１ １１ 1１ １１ 1０ 
Ｍ 29.5 2８．７ 30.95 3 30.51 2.1 0 235.3
Ｓ､，． 6 6 6．８１３ 8 7 1 1
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表６女性
３６ １９０ ２４０ 0２８０ ３２８ 
２１５ ２１０ ０．１８６ ２００ 
１７．０ １８．０ ０２４９ １５２ 
２０．０ ２０．０ ０．２２４ １８５ 
１５．０ ２８ １７．０ ０３１３ ４５３ 
３０ ］８．０ １６．０ １７．０ ０２０９ 
２２０ １３０ ０．２３７ １９３ 
１５．０ １４０ ０２６８ ２０６ 
１６．０ lＬＯ ０２８２ ２５２ 
１７．０ １６．０ ０．１８２ ２１０ 
１２０ １２．５ ０．２１４ ２５４ 
０．２０４ １９８ ］ 
１５．０ ０．２４０ ２８４ Ｍ］ 
１５６５ １６．８７ ２３ ０．２３７５ ２４２．２ 8．０８ 
０３９７５ ７８．４０ Ｗｌｌ４ 8（ 4(］ 【】
《５分間歩》表７，表８
ｿ)性286.5ｍ、女性267.7ｍは前lijlよりそれぞれ146.2ｍ(３３７％）、１２７．７ｍ(３２．３％）少ない。
前回、苑と在宅'１１]でﾘ)女とも在宅者が高く有意差を示したが、そのときよりも低い数1画である。脈拍
の前後の変動はりjﾔtが４７．６％、女性が６８．５％のl剛'1で、女性が多い。ｌ[11圧の変動はり)性の収縮期の
｣二昇を示し尤もの８名、下降したもの２名、変動を示さなかつたもの１名であった。拡張期の_上昇し
たもの５名、下降したもの４名、変動のなかつ犬もの２名であった。女性の収縮期の上昇は５名、下
降６名、変動なし２名である。拡張１０１の上昇は６名、下降は４名、変動なしが３名である。収縮jU}、
拡張期とも上昇はりj性２、女性４名であり、両期の~ﾄﾞ降はみられなかった。
高齢者の運動に対する心拍反応')の分類に従えば、
－４２－ 
/15Ｉ 
かかとで前すね
右足
llql 
左足
ｌｉｊｌ 
握力
右手
k８ 
左手
k８ 
平均
k９ 
閉眼
片足立ち
ｓｅｃ 
単純
反応時間
ｍｓｅｃ 
数合わせ
ｓｅｃ 
１ 3 3３ 1９．０ 2 ２Ｌ５ ７ ．２８ 3
２ 2５ 2７ １．０ １．５ 21.3 ２ 0 2
３ 2４ 2５ 1 1 1７．５ ２ 0．２４ 1
４ 2７ ３０ 20.0 20.0 20.0 1 0 1
５ 2７ 2 1９．０ 1 1 ０ 0．３１ 4
６ 2８ 3 1 1 1 １ 0．２０ 2３４ 
７ 2９ 3５ 22.0 1３． 1７．５ ２ 0 1
８ 2５ 2４ 1 1４．０ 1４．５ ４ 0．２６
９ 2６ ２６ 1 1１．０ 1３．５ １ 0．２８ 2
1０ 3３ 3２ 1 1５．０ 1 ５ 0
1１ 2８ ３０ 1２．０ 1３．０ 1 １ 2
1２ 2７ 2３ 22.0 8.0 1５．０ ３ 0 1
1３ 2５ ２６ 1７．０ 1 1６．０ １ 0 2
Ｎ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 
Ｍ 2７．７ 2８．４ 1８ 1 ．６ 1 2.3 0 2
ＳＤ． 3．４０ 3．６４ 2．８７１ 4．３４６ 2．７８０ 1．９７ 0．３９７ 7
齢者の体力(3)加齢経過について
男』性女性
①８０～１００／分日常生活範囲１１
②１００～１２０／分軽い適度な運動７６
③１２０～１４０／分や、､きつい運動３５
④１４０～１６０／分きつい運動０１
⑤１６０～非常にきつい運動00
であった。この結果から心拍数、血圧の変動は歩、走の距離によるものよりは個人差によるものが大
きいと思われる。
表７男性
１４０ ７０ １３５ ７０ ２９５ ９９ 
110 １１５ ７０ ８０ ３３０ 
１２０ ８０ １４０ ３５０ ７０ 
１１３ ］３０ ８０ １３５ ２３０ 
１１３ １４０ ２８０ 
６６ １１０ ６０ ２９０ 
７０ １６０ ２７０ 
７８ １０６ ７０ １２５ ２８５ 
１１３ ６０ １２０ ６０ ３１５ 
７７ １３６ ７０ 1１０ ３４０ 
７２ 112 １３０ ８０ ２００ ｢’ L」
１１ 
７９．７ １１７．７ ７０．９ １２９．１ ２８９．５ 
１１１７ １３．９９ ６６４ １５１４ ４５３６ 「ノ
－４３－ 
〃
５分間歩
脈拍
歩行前
拍/分
歩行後
柏/分
血圧
前Ｍａｘ
｢ｎｍ Ｈｇ 
前Ｍｉｎ
｢、I、Ｈｇ 
後Ｍａｘ
Iｎｒｎ Ｈｇ 
後Ｍｉｎ
Iｎｍ Ｈｇ 
歩行距離
I、
１ 9 1４０ 1 7 1 7 2
２ 8 1１１ １０ 6５ 1 7 3
３ 6５ 9７ 1 8 1 7 3
４ 9３ 1 １ 8 1 ７５ 2
５ 9４ 1 1４５ ８０ 1 8５ 2
６ 6 1３８ 1１０ ６５ 1 2
７ 7６ 116 1３０ 7 1 ８５ 2
８ 7 1 1２０ 7 1 ７５ 2
９ ７７ 1１０ 6 1 3
1０ 7 1 1３０ 7 6５ 3
1１ 7 １１２ 1１０ 7０ 1 8 2
Ｎ １１ 1１ 1１ 1１ 1 １１ 1１ 
Ｍ 7 1 1２３．２ 7 129.1 7２．３ 289.5
Ｓ、 1 ．１ 1 1２．７０ 6．６４ 1 ．１ 8．７６ ．３
法政大学体育研究センター紀要
表８女性
１５０ ８０ １２０ ８０ ２］０ 
７２ １２１ １２０ １３０ ４００ 
１０９ ］１０ ８０ １５０ ９０ ３９５ ７０ 
１２９ １４０ ３４０ ６２ 
１７０ 1００ １００ 1６０ 
１３０ ６８ ｌ］８ ２４０ 
１００ １２０ ７０ 1３５ ２００ 
１１１ １１０ 100 ６０ ４２０ 
1２７ １４０ ７０ １３０ ２５０ 
］２５ １２０ １２０ ２７０ 
１３０ 117 ８０ ３４０ 
１１４ １００ ７０ １００ ９７ 
１７０ ７０ ８２ r1 L｣ 
１３０．４ ］２０．２ １３０．８ ７４．２ ７６．５ ２８５．０ ７１．３ 
1１８５ ２３．６２ １１．７０ １９３１ １３９６ ８７．９４ ］1．５４ 
表９，１０は、６１ｲ1三と６２年の1年間、４１)性７名、女性５名の結果である。リ)女とも閉眼そん届で時
間的に｛''１びを示し、かかと、すねで回数を(''１ばしている。数合わせ及び単純反応時'''1では共に時間の
短縮が見られた。これに対して合昇降、握力、|ⅢⅢ足立、５分'１１１歩、走では共に低~|くを示している。
しかしながら、有意差は男性の５分間歩・走以外は認められなかった。
今回のi1Il定項|=''１１１の相関は、台昇降と数合わせにおいて、男性（ｒ＝－０．７１）、女性（ｒ＝-0.70）
とも危険率５％、又、台昇降とジグザグ歩・走においてり)性（ｒ＝-0.78)、女性（ｒ＝-0.78）とも
危険率５％で相牒lが認められた。
－４４－ 
/〃！
５分’''１歩
脈拍
歩行前
拍／分
歩行後
}|【I／分
lｉｌｌ ｌ１ｉ 
前Ｍａｘ
ｍｌｎＨ ９ 
iiilMi 、
ｍｍＨ ９ 
後Ｍａｘ
ｍ、Ｈｇ 
後Ｍｉ
Iｎｌｎ 
I］ 
Ｈｇ 
歩行l[i雛
、
１ 7３ 1４４ 1 8 1 １
２ 7 1 1 6０ 1 ５５ 4
３ 7 1 １ 8 1 9 3
４ 1 1 8０ 1５０ ９５ 3
５ ８５ 9９ 1 1５０ 1
６ 6 1１ 1４０ 6０ 1 6５ 2
７ 7 1 6５ 1 7５ 2
８ 6４ 111 110 6０ ００ 6
９ 7２ 1 7 1 7８ 
1０ 5４ 1 1 7５ 1 7０ 2
1１ 5８ 1 1５５ 9０ 3
1２ 9 114 1 7 lＯＯ 6６ 2００ 
1３ 8 1１４ 1 ８５ 1４０ 7 1８０ 
Ｎ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 1３ 
Ｍ ] 130.8 74.2 130.4 7 2
S､，． 1 .54 ．８ 2 1 1 ．３ 1 ．９ 87.94
高齢者の体力(3)加齢経過について
男性表９
L?とＥ 
:＊：Ｐ＜0.05 
６
９
０
０
４
９
０
６
６
３
３
３
６
 
５
９
７
５
３
４
４
３
３
Ｍ
旧
師
３
１
１
２
２
３
 
３
２
４
 
０
 
２４６ ６３ 
Ｐ＜０．５＊＊ Ｐ＜01＊＊ ＊ 
表１０ 女性
lIiiT ５８０４８８２２７００４４ ０１４６１０５３１２凶４７’２ ６ ０ ０ 
4５ 
昭和61年度Ｎ －－ ７ 
Ｍ Ｓ､，． 
昭和62年度Ｎ － ７ 
Ｍ Ｓ、，．
差
身 長（c､） 1５５．６ 4.0 1５３．８ 6２ Ｌ８ 
体重（kg） ５５．９ 5.0 5４９ ４２ 1.0 
長座体 、グー月リ 屈（cIn） －９．０ 8.1 －１０．３ 111 １３ 
閉眼そん届姿勢（sec） 3７．０ 2３．７ 4８．６ 1９．６ －１１．６ 
昇降（厄|）.△、にＩ 1５．４ 3.8 1２．７ 2.1 2.7 
ジグザグ歩・走（sec） 1３．９ 2.4 1５．４ 2.3 －１．５ 
かかとで
前すね （回）
右
左
2４０ 
2
5.3 
6.3
30.3 
30.4 
8.0 
7.3 
-6.3 
－５．８ 
握 力（kg） 3３．６ 7.5 3２．６ 8.0 1０ 
閉眼片足立ち（sec） 3.3 1.6 2.4 2.3 0.9 
単純反応'1寺'１１１(msec） 0．３５４３ 6８．９ ０．２７４０ 0．０４２３ 0．０８０３ ＊ 
数合わせ（sec） ２１８．３ 48.2 186.3 4４．２ 3２０ 
５分間歩（、） 467.6 9７．８ 3１０．０ ３１８ 1５７．６ *＊＊ 
昭和61年度Ｎ － －－ ７ 
Ｍ Ｓ､，． 
昭和62年度Ｎ－７
Ｍ Ｓ､，． 
差
身 長（c､） 143.1 6.1 1４３．６ 6.6 －０．５ 
体重（kg） ４１．１ 5.1 39.3 5.1 1８ 
長座体 、〃-－月I」 屈（c､） －５．２ 8.1 －１２ 1０．０ -4.0 
閉眼そん届姿勢（sec） 23.6 2４１ 5０．０ 2２．４ -26.4 
台昇降（回） 1４６ 2.8 1２．８ 2.4 １８ 
ジグザグ歩・走（sec） 1５．１ 2.7 1５．９ 3.3 －０．８ 
かかとで
＿己か-
Fｌｌｊ すね
（回）
右
左
22.2 
2４．６ 
7.0 
8.4 
27.4 
27.8 
４９ 
3.7 
-5.2 
－３．２ 
握力（kg） 20.7 1.4 1９．０ 3.0 1.7 
閉眼片足立ち（sec） 5.2 5.5 3.2 2.4 2.0 
単純反応時間(msec） 0．２９０４ 5０２ 0．２４１４ ００３７５ 0．０ ９０ 
数合わせ（sec） ２１８．６ 5７．５ 2１４．２ ６７．０ ４  
５分間歩（、） ４２０．４ ５４．４ 353.0 8５．３ 6７．４ 
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表１１～２６は、’１肝1159年から６２年までの４回のillll定の個人別の経過である。この経過と苑内の生
活活動能力を知的、生活的、社会的の三系列から５段階の評｛iliを１iⅡ'|定項目と対比してみた。段階と
基準は下記に従った。
段階基準
５苑の生活に全く支障がない
４〃少し支障がある
３〃部分的に介助を必要
２〃介助が必要
１〃全面的に介助を必要
表１１身長（男性）c、：
 ［ 冒童
身長（女性）c、
７
０
５
２
０
５
 
町
９
４
３
９
３
１
９
３
４
４
３
５
５
 
５
１
１
１
－
１
１
 
鯉
。１ 
氏名 生年月 年齢 59年 61年 62年 31年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ａ・Ｉ Ｔ８．１１ 6７ l６ＬＯ 160.5 161.0 ０ ５ ５ ５ 
Ｈ・Ｋ Ｔ３．９．２４ 7２ 1６０．０ 1５９．５ 1６６．０ ０ ４ ３ ３ 
Ｋ･Ｋ Ｍ４３．３．３０ 7７ 1４９．５ 148.5 147.7 Ｌ８ ３ ４ ３ 
Ｋ･Ｍ Ｍ４０．３．２６ 8０ 1５７．０ 1５４．５ 144.0 1３．０ ５ ５ ５ 
Ｓ・Ｋ Ｔ６．９．１９ 6９ 1５１．０ 1５０．０ 1０ ３ ３ ３ 
Ｙ・Ｔ Ｔ２」０．１５ 7３ 162.6 1６０．５ 2.1 ５ ３ ４ 
Ｆ･Ｎ Ｔ３．４．６ 7３ 1５５．５ 1５０．０ 5.5 ４ ５ ５ 
Ｂ・Ｙ Ｍ４０．２．１８ 8０ 1５９．０ 1５８．５ ０．５ ４ ４ ３ 
Ｍ・Ｎ Ｍ２８．８．１１ ９１ 1５５．０ 1５４．０ 1.0 ４ ３ ５ 
Ｚ･Ｕ Ｔ１１．９．２８ 6４ 166.0 166.5 -0.5 ２ ４ ２ 
Ｈ・Ｋ Ｔ９．５．１３ 6７ 1５４．０ 1５４０ ０ ５ ５ ５ 
Ｅ・Ｎ Ｍ４５．３．２５ 7５ 1５５．５ 1５４．０ 1.5 ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｓ Ｍ４２．８．２５ 7７ 1５６．８ 1５６．０ 0.8 ５ ５ ５ 
氏名名 生年)]l」 年齢 59年 61年 62年 3年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｍ・Ｙ Ｔ６ ● ４１０ 7０ 1３９．７ 1３９．５ 139.5 ０．２ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｋ Ｍ３５．２．１１ 8５ 1４４．０ 1４４．３ 143.0 1.0 ５ ５ ４ 
Ｍ･Ｙ Ｍ４０．１０２０ 7９ 1４３．５ 1４２５ 1.0 ３ ３ ２ 
Ｈ、０ Ｍ４２．５．５ 7８ 139.2 138.0 1.2 ４ ５ ５ 
Ｙ･Ｎ Ｍ３７．９．６ 8２ 153.0 1５０．８ 2.2 ４ ４ ４ 
Ｋ ０ Ｍ Ｍ３５．５．２ ８５ 1５１．５ ｌ５ＬＯ ０．５ ３ ３ ３ 
Ｋ ０ Ｍ Ｔ９．９．２ 6６ 1３４．５ 134.0 0.5 ２ ４ ２ 
Ｆ・Ｙ Ｔ６．７．２０ ７０ 1４６．７ 1４７．５ －０．８ ５ ５ ５ 
０．Ｎ Ｔ６．１．１５ ７０ 1４５．５ 1４７．０ －１．５ ４ ５ ５ 
Ｋ･Ｉ Ｍ４Ｌ８・１０ ７８ 1４９．５ 150.0 －０．５ ５ ５ ５ 
Ｆ ０ Ｋ Ｍ３９．６．５ ８１ 1３９．５ 141.0 －１．５ ５ ５ ５ 
Ｔ･Ｍ Ｍ３７．１２ 8３ 1４１．５ 141.0 0.5 ５ ５ ５ 
高齢者の体力(3)加齢経過について
表１３体重（男性）ｋ９
ノ１２年jＩｌｌ
Ｔ８．１１ 
■研田ＨＮｍ■■■四
■■■団■■。■■■■■■■■■■■
Ｍ４０３２６ 
Ｋ９１９６９１５ 
Ｔ，１０．１５ 
ＦＮＴ３４６７３４９０ －ｌＯ 
ＢＹＭ４０２１８８０６２０６７５■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
Ｍ２８．９１１ 
ＺＵＴｌｌ９２８Ｍ 
ＩＩＫＴ９５１３６７ 
Ｍ５７．１５ 
表１４体重【（女性）ｋ8
ノＭ１ソＩｌｌ
Ｍ３」１
Ｍ４０］０ 
-３０１ 
ＹＮＭ３７９６８２５２－５０４４４ 
ＫⅥＭ３５２８５ＭＯ５３■■■■■■■■■■■■■■■ 
ＫＭＴ９９２２６６４００）８０２０２４２ 
ｏＮｌＴＭＩ百ｌＴ｢~TI5T5TJ三51~~可--1了庁lＴｌＴ
Ｍ４１８．１０ 
'二二;l++差:=;－F'二三]二|要子囑已H二日二三E円＝
－４７－ 
氏名 生年月日 年齢 59年 61年 62年 3年間 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ａ・Ｉ ．１ 6７ ５０．５ 5４．０ 52.0 －１．５ ５ ５ ５ 
ＨＤＫ Ｔ３．９．２４ 7２ 5８．０ 6０．５ 6１．０ －３．０ ４ ３ ３ 
Ｋ、Ｋ Ｍ４３．３．３０ 7７ 57.5 5５．０ 5４．０ 3.5 ３ ４ ３ 
Ｋ・Ｍ ４０． ．２６ 8０ 4６．０ ５１．０ ５ＬＯ －５．０ ５ ５ ５ 
Ｓ・Ｋ Ｔ６．９．１９ 6９ 5２．０ 60.0 －８．０ ３ ３ ３ 
ＹｏＴ ２．１０． 7３ 5２．０ 54.0 －２．０ ５ ３ ４ 
・ Ｔ３．４６ ７３ 4９．０ 5０．０ １．０ ４ ５ ５ 
Ｂ・Ｙ Ｍ４０．２．１８ 8０ 62.0 6７．５ －５．５ ４ ４ ３ 
Ｍ・Ｎ ．９． ９１ 6４．５ 6３．５ 1.0 ４ ３ ５ 
・Ｕ Ｔ１１． ． ８ 6４ 6３．０ 6３．０ ０ ２ ４ ２ 
Ｈ・Ｋ ． ．１  6７ 6２．０ 5８．０ 4.0 ５ ５ ５ 
Ｔ・Ｔ ．７．１ 4９．０ 5０．０ －１．０ ４ ４ ３ 
Ｅ・Ｎ Ｍ４５．３．２５ 6０．０ 5８．０ 2.0 ４ ５ ５ 
氏名 生年)］'二１ 年齢 59ｲiｉ 61年 62年 3ｲ1111Ⅱ 2年''１１ 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｍ･Ｙ Ｔ６．４．１０ 7０ 3７．５ 3８．５ 37.0 0５ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｋ ３５．２． １ 8５ 4５．０ 4６．０ 4４．０ 1.0 ５ ５ ４ 
Ｍ・Ｙ ０．１ ．２０ 7９ 3２．０ 36.0 －４０ ３ ３ ２ 
ＨｏＯ Ｍ４２．５．５ 7８ 3９．０ ４２．０ －３．０ ４ ５ ５ 
･Ｎ Ｍ３７．９．６ 8２ 5２．５ 5７．５ ５．０ ４ ４ ４
Ｋ・Ｍ Ｍ３５．５．２ 8５ 5４．０ 5３．０ ＬＯ ３ ３ ３ 
・Ｍ Ｔ９． ．２２ 6６ 4０．０ 3８．０ 2.0  ４ ２
Ｆ･Ｙ Ｔ６．７．２０ 7０ 4７．５ 4６．５ 1.0 ５ ５ ５ 
０．Ｎ Ｔ６．１．１５ 7０ ４５．５ 4２．０ 3.5 ４ ５ ５ 
Ｋ･Ｉ ．８． 7８ 3４．５ 3３．０ 1.5 ５ ５ ５ 
Ｆ・Ｋ Ｍ３９．６．５ ８１ 4０．０ ３９．０ 1.0 ５ ５ ５ 
Ｔ･Ｍ Ｍ３７．１２ ８３ 35.0 3３．０ 2.0 ５ ５ ５ 
法政大学体育研究センター紀要
表１５長座体前屈(9)性）ｃ、
ﾉﾋｲl１ｊｌｌ '+:言i｢岸i筈鄙;iiLl雲lil且ulfl雲ｆ|=歪F1Ifl=l已些Ｎ－ｉ－Ｈ=Ｉ
ＴＩ0．１５ 
Ｍ４０８．２０ 
皿面面１１AＴ）４６７３ ＫＫＭ４３３回■■回■■■■■■■■ｌ－
ＳＵＭ３９１２７８１２４５４４ 
Ｔ７．１０１１ 
Ｔｌ０． 三F宝|＝＝[ⅢＭ４５．１５ Ｍ４５３２５ 
８２５ 
表１６長座体前屈（女性）ｃ､，
ノkfIｿ］’１
Ｍ４１８．１０ 
１ＫＭ３９６５８１）〕－０〕
ＴＫＭ３５２１１８５５－１－２７ 
しＫＴ８７２８６７－１２－２５１〕５５）
ＩＩＯＭ４２５５７８０１１１１４５５ 
１Ｍ１９９２２６６－１１１３５〕５
Ｍ３９．６．J 
３１１ 
８７２８ 
Ｔ６７．２０ 
ＭＹＴ６４１０７０ ３２ １４５５ 
回■■■■■■可■■■■Ｐ■■■回■
■■■ 
－４８－ 
氏名 生年月 年齢 59年 60年 61年 62年 3年lll］ 2flZ間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｋ･Ｍ Ｍ４０．３．２６ 8０ 1０ ０ ８ －１３ ３ ５ ５ ５ 
Ｙ･Ｔ ２．１０．１５ 7３ ５ ０ －１８ 1３ ５ ３ ４ 
Ｓ･Ｋ Ｔ６．９．１９ 6９ 1０ －１７ ７ ３ ３ ３ 
Ｔ･Ｔ ．８． 7９ ０ ８ ８ ４ ５ ４ 
Ｈ・Ｋ Ｔ９．５．１３ 6７ ５ ２ ７ －２ ５ ５ ５ 
Ａ･Ｉ Ｔ８．ｌＬ１ 6７ ０ ７ ６ ６ ５ ５ ５ 
Ｆ･Ｎ ３．４６ 7３ ７ ８ －１４ ７ ４ ５ ５ 
Ｋ・Ｋ Ｍ４３．３．３０ 7７ －２１ －２９ ８ ３ ４ ３ 
・Ｕ Ｍ３９．１２７ ８１ ７ －１７ 2  ５  ４
Ｓ･Ａ １０． 6８ 1５ 1０ ５ ５ ５ ４ 
Ｋ・Ｙ ５．１０．７ 7０ ０ ７ ７ ４ ５ ４ 
Ｈ・Ｋ Ｔ３．９．２４ 7２ ０ －１４ 1４ ４ ３ ３ 
Ｔ･Ｔ ４５．７．１５ 7５ ５ －１２ ７ ４ ４ ３ 
Ｚ･Ｕ Ｔｌ1．９．２８ 6４ ２ ０ ２ ２ ４ ２ 
ＥＯＮ ４５． ．２５ 7５ ６ ４ －２ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｓ Ｍ４２．８． 7７ ６ －１３ ７ ５ ５ ５ 
氏名 生年月 年齢 59年 60年 61年 62年 3ｲFlll1 2年|M］ 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｋ･Ｍ Ｍ３５．５．２ 8５ ９ 1０ 1 ３ ３ ３ 
Ｋ・Ｉ Ｔ６．３．４ 7０ ２ ５ ３ ２ ４ ２ 
Ｋ･Ｉ ．８． 7８ ０ －１１ ８ ８ ５ ５ ５ 
Ｆ･Ｋ ５ ８１ ５ ５ ０ ５ ５ ５ ５ 
・ ３５．２． １ 8５ ５ １ ２ ７ ５ ５ ４ 
Ｃ・Ｋ Ｔ８．７．２ 6７ －１２ －２５ 1３ ５ ５ ５ 
Ｈ、０ Ｍ４２．５．５ 7８ ０ －１１ 1１ ４ ５ ５
Ｔ・Ｍ Ｔ９．９．２２ 6６ －１１ １３ ２ ５ ５ ５ 
Ｆ･Ｙ ．７．２ 7０ ８ 1２ ４ ５ ５ ５ 
・Ｙ Ｔ６．４．１０ 7０  ２ 1 ４ ５ ５
０．Ｎ Ｔ６．１．１５ 7０ ９ ５ ４ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｍ Ｍ３７．１．２ 8３ ５ ５ 1０ ５ ５ ５ 
高齢者の体力(3)加齢経過について
表1７閉眼片足立ち（男'性）ｓｅｃ
)qＺｌ６ 
昌Ｍ４０．３２６ 
EIL ＝ 
」‐‐ｌ－ｌ－－ｌｌ‐Ｉ 
Ｔ７．１０１１ 
ｊ７．１５ 
[－－ 厚Ｍ４８２ 
表１８閉眼片足立ち（女性）ｓeｃ
ノlﾆｲＩｊｊＦｌ
Ｍ３５２１１ 
Ｔ６．４．］０ 
Ｍ４０．１０．２０ 
Ｔ８．２２ 
Ｍ４１８．１０ 
Ｔ７．２０ 
Ｍ３９．６． 
Ｍ３７．１． 
－４９－ 
氏名 生年月日 年齢 59年 60年 61年 62年 3年間 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ａ･Ｉ Ｔ８．１１１ 6７ ９ ５ ４ ７ ２ ５ ５ ５ 
Ｋ･Ｍ ．３． 8０ ８ １１ ３ １ ７ ５ ５ ５ 
Ｈ・Ｋ Ｔ３．９．２４ 7２ １ ２ １ ０ ４ ３ ３ 
Ｆ・Ｎ Ｔ３．４．６ 7３ ３ ３ ２ １ ４ ５ ５ 
Ｓ･Ｙ Ｍ４５．３．３１ ７５ ５ ３ ２ ５ ５ ４ 
Ｈ、Ｋ Ｔ９．５．１３ ６７ ４ ３ １ ３ ５ ５ ５ 
Ｋ･Ｋ Ｍ４３．３．３０ ７７ １ １ １ ０ ３ ４ ３ 
Ｓ・Ｕ Ｍ３９．１．２７ ８１ １ １ ０ ５ ４ ４ 
Ｓ･Ａ １０． 6８ ２ ５ －３ ５ ５ ４ 
Ｋ･Ｙ Ｔ５．１０．７ 7０ ４ ２ ２ ４ ５ ４ 
Ｔ・Ｔ Ｍ４５．７． 7５ １ ３ －２ ４ ４ ３ 
Ｚ・Ｕ Ｔ１１．９．２８ 6４ ２ ３ －１ ２ ４ ２ 
Ｅ･Ｎ Ｍ４５．３．２５ 7５ １ ２ －１ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｓ ４２．８．２５ 7７ ３ ４ －１ ５ ５ ５ 
氏名 生年月日 年齢 59年 60年 61年 62年 3年|M１ 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｔ・Ｋ ３５． ．１１ 8５ ３ ４ ４ １ ２ ５ ５ ４ 
Ｍ･Ｙ １ ７０ ３ ３ ２ １ ４ ５ ５ 
Ｍ・Ｙ ７９ ５ １ ４ ３ ３ ２ 
Ｈ、０ Ｍ４２．５．５ ７８ ４ ４ ４ ０ ４ ５ ５ 
Ｙ･Ｎ Ｍ３７．９．６ ８２ ３ １ ２ ４ ４ ４ 
Ｒ・Ｔ ｌ８．２ 7４ １ ２ －１ ４ ３ ４ 
Ｋ・Ｉ ．８． 7８ ２ ２ ４ －２ ５ ５ ５ 
Ｃ・Ｋ Ｔ８．７．２８ 6７ ２ ３ －１ ５ ５ ５ 
Ｋ・Ｍ Ｔ９．９．２２ 6６ 1５ ７ ８ ２ ４ ２ 
Ｆ・Ｙ ６．７．２０ 7０ ４ ２ ２ ５ ５ ５ 
０．Ｎ Ｔ６．１１５ 7０ ２ １ １ ４ ５ ５ 
Ｆ･Ｋ ．６．５ ８１ １ ５ －４ ５ ５ ５ 
Ｔ・Ｍ ．１．２ ８３ ２ ３ －１ ５ ５ ５ 
法政大学体育研究センター紀要
表１９かかと－前すね（男性）ｔｉｍｅｓ
ﾉﾄｲIｿ’’１ 年齢'60年６１年６ル２： １年右方？
Ｍ４３３３０ 
Ｍ４０３２６ 
Ｍ３９．．２７ 
Ｔ７．１０．１１ 
Ｍ４５．７．１５ 
Ｔｌｌ９２８ 
Ｔ９２４ 
表２Oかかと－前すね（女性）ｔｉｍｅｓ
ﾉﾋｲ1リ’’１
Ｍ４１．８．１０ 
Ｍ３５２１１ 
Ｔ８７．２８ 
Ｔ６．７．２０ 
Ｔ４．１０ 
Ｔ１．１５ 【】Ｍ３９６． Ｍ３７． 
－５０－ 
氏名 Lt年月日 年齢 60年右方「 61年右＃ 62年右方？ 2年右方 1： Ａ Ｂ Ｃ 
Ｈ・Ｋ Ｔ９．５．１３ 6７ 3６３５ 3４３７ 4５４４ －９－９ ５ ５ ５ 
Ａ・Ｉ Ｔ８．１１．１ 6７ 2７２６ 2４２５ 2８２８ －１－２ ５ ５ ５ 
Ｋ・Ｋ ４３． ．３０ 7７ 2５２５ 1７１７ 2５２７ ０－２ ３ ４ ３ 
Ｋ・Ｍ ４０． ．２６ 8０ 1７１９ 2０２２ 2４２５ －７－６ ５ ５ ５ 
Ｓ・Ｕ Ｌ 8１ 2７２４ 2９２６ －２－２ ５ ４ ４ 
Ｓ・Ａ 6８ 3６３６ 2４１９ －１２１７ ５ ５ ４ 
Ｋ・Ｙ Ｔ５．１０．７ 7０ 3０２８ 3２３１ －２－３ ４ ５ ４ 
Ｆ・Ｎ Ｔ３．４．６ 7３ 2０２４ 2３２５ －３－１ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｔ ．７」 7５ 3０３４ 3０３４ ０－３ ４ ４ ３ 
Ｚ・Ｕ １１． ．２８ 6４ 2３２２ 2６２４ －３－２ ２ ４ ２ 
Ｈ・Ｋ ３．９．２４ 7２ 2６２７ 2５２４ 1３ ４ ３ ３ 
Ｅ･Ｎ Ｍ４５．３．２５ 7５ 2３２２ 3８３７ 1５－１５ ４ ５ ５ 
Ｋ･Ｍ Ｍ４０．３．２６ 8０ 2４２２ 2７２８ ３－６ ５ ５ ５ 
氏名 生年)1日 年齢 60年右左 吉'堤 62年右左 ２年右左 1年右左 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｋ ０ Ｔ 7８ 1９１９ 2７３０ 2５２４ －６－５ ５ ５ ５ 
Ｔ 0 Ｋ ３５． ．１１ 8５ 3８３５ 2５２６ 1３９ ５ ５ ４ 
Ｃ・Ｋ ．７．２ 6７ 3５３０ 3１３４ ４ ４ ５ ５ ５ 
Ｈ、０ Ｍ４２．５．５ 7８ 2９２３ 1４１５ 1５１２ ４ ５ ５ 
Ｋ ０ Ｍ Ｔ９．９．２２ 6６ 1０１０ 3６３３ -２６－２３ ２ ４ ２ 
Ｆ ● Ｙ 7０ 2６２６ 2５２７ １ １ ５ ５ ５ 
Ｍ･Ｙ ６．４．１０ ７０ 2３３０ 2４２５ １５ ４ ５ ５ 
０．Ｎ ６．１．１５ ７０ 2５２７ 2７３０ ２ ３ ４ ５ ５ 
Ｆ・Ｋ ．６．５ ８１ 2２３４ 3３３２ －１１２ ５ ５ ５ 
Ｔ･Ｍ ７．１．２ ８３ 2４７７ 2７３３ ３ ６ ５ ５ ５ 
高齢者の体力(3)加齢経過について
表２１握力（男性）ｋ９
表２２握力（女性）ｋ９
－５１－ 
氏名 生年月日 年齢 59年 60年 61年 62年 3年間 2年|M］ 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ａ ● Ｉ Ｔ８．ｌＬ１ 6７ ３１５ ３１．０ 3２．５ 33.0 －１．５ ５ ５ ５ 
Ｈ・Ｋ Ｔ３．９．２４ 7２ 3６．０ 4３．０ 4５．５ 4０．５ －４．５ ４ ３ ３ 
Ｋ・Ｋ Ｍ４３．３．３０ 7７ 27.0 26.0 2７．０ 25.0 2.0 ３ ４ ３ 
Ｋ･Ｍ Ｍ４０．３．２６ ８０ 24.5 26.0 27.0 25.0 －０．５ ５ ５ ５ 
Ｆ・Ｎ Ｔ３．４．６ 7３ ３１．０ 3４．５ ３１．０ ０ ４ ５ ５ 
Ｍ・Ｎ Ｍ２８．８．１１ ９１ 28.0 30.5 －２．５ ４ ３ ５ 
Ｓ･Ｙ Ｍ４５．３．３１ 7５ ２１．５ 2６．５ －５．０ ５ ５ ４ 
Ｈ・Ｋ Ｔ９．５．１３ 6７ 4０．５ ４２．５ 4３．５ －３．０ ５ ５ ５ 
Ｙ・Ｔ Ｔ２．１０．１５ 7３ 3０．０ 29.0 １０ ５ ３ ４ 
Ｓ ● Ｕ Ｍ３９．１．２７ ８１ 2７．０ 2４．０ 3.0 ５ ４ ４ 
Ｓ・Ａ Ｔ７．１０．１１ 6８ 3４０ 34.5 －０．５ ５ ５ ４ 
Ｋ ● Ｙ Ｔ５．１０．７ 7０ 4０．０ 4５．０ －５．０ ４ ５ ４ 
Ｔ・Ｔ Ｍ４５．７．１５ 7５ 2６．０ 3０．０ －４０ ４ ４ ３ 
Ｚ･Ｕ Ｔｌ1．９．２８ 6４ 35.0 34.0 －１．０ ２ ４ ２ 
Ｍ４５．３．２５ 7５ 27.0 2５．０ －２．０ ４ ５ ５ 
Ｔ ● Ｓ Ｍ４２．８．２５ 7７ 35.0 37.5 －２．５ ５ ５ ５ 
氏名 生年月日 年齢 59年 60年 61年 62年 3年間 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｔ・Ｋ Ｍ３５．２．１１ ８５ 1１．５ 2０．０ 21.5 1６．０ －４５ ５ ５ ４ 
Ｍ ● Ｙ Ｔ６．４１０ 7０ 1５．５ 1９．５ 1７．５ －２．０ ４ ５ ５ 
Ｍ 、 Ｙ Ｍ４０．１０．２１ 7９ 1６．５ 1３．５ 3.0 ３ ３ ２ 
Ｈ ● ○ Ｍ４２．５．５ 7８ 1１．５ 1６．５ 1６．０ －４５ ４ ５ ５ 
Ｙ・Ｎ Ｍ３７．９．６ ８２ 24.0 2４５ －０．５ ４ ４ ４ 
Ｒ ● Ｔ Ｔ１．８．２２ 7４ 2０．５ 1９．５ ＬＯ ４ ３ ４ 
Ｋ・Ｉ Ｍ４１．８．１０ 7８ 1８．５ 20.0 1４．５ 4.0 ５ ５ ５ 
Ｆ･Ｋ Ｍ３９．６．５ ８１ 1８．０ 1６．０ 2.0 ５ ５ ５ 
Ｃ・Ｋ Ｔ８．７．２８ 6７１ 2６．０ 2５．０ ＬＯ ５ ５ ５ 
2３．０ ２１．５ 1.5 ２ ４ ２ 
Ｔ６７．２０ 7０ 2０．０ 21.5 －１．５ ５ ５ ５ 
○ ０ Ｎ Ｔ６．１．１５ 7０ '2１０ 2０．０ 1.0 ４ ５ ５ 
Ｔ･Ｍ Ｍ３７．１．２ ８３ 1８．５ 1５．０ 3.5 ５ ５ ５ 
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表２３単純反応時間（男性）ｍｓｅｃ
ノ|;ｲ１１１’１
Ｔ８．１１． 
Ｍ２８８１１ 
Ｔ９．２８ 
Ｍ４５．３．２５ 
Ｍ４２．８．２５ 
表２４単純反応時間（女性）ｍｓｅｃ
ﾉﾋｲlリ］’１
Ｔ４Ｉ０ 
Ｍ４０．１０２０ 
Ｍ４２． 
Ｍ３ 
Ｔ９．２２ 
Ｔ７．２０ 
Ｔ６．１．１５ 
Ｍ４］、８．１０
Ｍ３９６． 
Ｍ３７．１． 
－５２－ 
氏名 生年) 日 年齢 59年 61年 62年 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ａ・Ｉ １１．１ 6７ 3３２ 3５４ 2４４ 8８ ５ ５ ５ 
Ｈ・Ｋ Ｔ３．９．２４ 7２ 4５４ ４３８ 3３５ 1１９ ４ ３ ３ 
Ｋ・Ｍ Ｍ４０．３．２６ 8０ 5５７ 3３７ 2４１ ３１６ ５ ５ ５ 
Ｋ・Ｋ Ｍ４３．３．３０ 7７ ５２３ 2８３ 2４０ ３ ４ ３ 
Ｆ・Ｎ Ｔ３．４６ 7３ 3７５ 2７２ 1０３ ４ ５ ５ 
Ｍ・Ｎ ２８． ．１１ ９１ 4６７ 4５８ ９ ４ ３ ５ 
Ｚ・Ｕ ｌ９．２ 6４ ３１０ 2０３ 1０７ ２ ４ ２ 
Ｈ・Ｋ Ｔ９．，５．１３ 6７ 2９２ 2２４ 6８ ５ ５ ５ 
Ｅ・Ｎ 7５ 4００ 3２３ 7７ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｓ 7７ 2４６ 2６８ －２２ ５ ５ ５ 
氏名 生年月日 年齢 59年 61年 62年 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｍ･Ｙ ６．４１０ ７０ 4２２ 2８０ 2４９ 1７３ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｋ Ｍ３５．２．１１ ８５ 2９１ 2９５ 2４０ ５１ ５ ５ ４ 
Ｍ・Ｙ ．１０． 7９ 2８５ 2８２ ３ ３ ３ ２ 
Ｈ・○ ２．５．５ 7８ 3７６ 2７７ ９９ ４ ５ ５ 
Ｙ・Ｎ ９．６ ８２ 5０８ 3７０ 1３８ ４ ４ ４ 
Ｋ・Ｍ ９．９．２２ 6６ 3５６ 2８０ 7６ ２ ４ ２ 
Ｆ・Ｙ ６．７．２０ 7０ 2１９ 1８６ 3３ ５ ５ ５ 
○・Ｎ 7０ 3１３ 2２４ 8９ ４ ５ ５ 
Ｋ･Ｉ １．  7８ 2８４ 2６８ 1６ ５ ５ ５ 
Ｆ・Ｋ ．６．５ ８１ 2２４ 1８２ ４２ ５ ５ ５ 
Ｔ ● Ｍ ．１．２ 8３ 2３９ 2０４ 3５ ５ ５ ５ 
高齢者の体力(3)加齢経過について
表２５５分間歩・走（男'性）、
/|孔年)］日
８．１１ 
Ｍ４３．３３０ 
Ｍ４０．３２６ 
２．１０．１５ 
Ｍ３９．２７ 
７．１０．１１ 
５１０． 
Ｍ４４．７．１５ 
Ｔｌ1．９．２８ 
Ｍ４５３．２５ 
表２６５分間歩・走（女'性）、
氏名 上'三年川口
Ｍ３５１１ 
Ｍ３９．６． 
８７．２８ 
Ｍ４２． 
ＫＭ ９．９２２ 
６．７．２０ 
Ｍ，Ｙ 
６．１１５ 
Ｋ，Ｉ Ｍ４１．８． 、
－５３－ 
氏名 生年月日 年齢 60年 61年 62年 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｈ・Ｋ Ｔ９．５．１３ 6７ 5８５ 6５０ 3３０ 2５５ ５ ５ ５ 
Ａ・Ｉ Ｔ８． １ 6７ 4２０ 5４０ 3５０ 7０ ５ ５ ５ 
Ｈ・Ｋ Ｔ３．９．２４ ７２ 2３３ 4３５ 2８０ -47 ４ ３ ３ 
Ｋ･Ｋ ．３． 7７ ４２３ 4２０ 2７０ 1５３ ３ ４ ３ 
Ｋ･Ｍ ．３． 8０ 3５７ 3６２ 3４０ 1７ ５ ５ ５ 
Ｙ・Ｔ Ｔ２１０．１ 7３ 3６０ 2５５ 1０５ ５ ３ ４ 
Ｓ･Ｕ ９．１ ８１ 2８０ 2００ 8０ ５ ４ ４ 
Ｓ･Ａ Ｔ７．１０．１ 6８ 5８５ ４６０ 1２５ ５ ５ ４ 
Ｋ・Ｙ Ｔ５． ０．７ 7０ 5３０ 4４０ ９０ ４ ５ ４ 
Ｆ･Ｎ Ｔ３．４６ ７３ 4２３ 4２０ ３ ４ ５ ５ 
Ｔ･Ｔ ７． 7５ ４５５ 4３７ 1８ ４ ４ ３ 
Ｚ･Ｕ 6４ 5２０ 2９５ 2２５ ２ ４ ２ 
Ｅ・Ｎ ．３． ７５ 4０１ ３１５ 8６ ４ ５ ５ 
Ｔ・Ｓ Ｍ４２．８．２５ 7７ 4６５ 2８５ 1８０ ５ ５ ５ 
ロ
生年月日 年齢 60年 61年 62年 2年間 1年間 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｔ・Ｋ ３５．２１１ 8５ 2７９ 3２０ 1８０ 9９ ５ ５ ４ 
Ｆ・Ｋ ．６．５ ８１ 2３３ 2７０ －３７ ５ ５ ５ 
Ｃ･Ｋ Ｔ８． 6７ 3５６ 4０５ －４９ ５ ５ ５ 
Ｈ･○ ２．５．５ 7８ 3５４ 3６８ －１４ ４ ５ ５ 
･Ｍ Ｔ９．９． 6６ ５００ ２１０ ２９０ ２ ４ ２ 
Ｆ・Ｙ Ｔ６．７．２ 7０ 4３２ ４００ 3２ ５ ５ ５ 
・ Ｔ６．４．１０ 7０ ４２０ 3９５ 2５ ４ ５ ５ 
○・Ｎ Ｔ６．Ｌ 7０ 3５０ 3４０ 1０ ４ ５ ５ 
・ Ｌ 、０ 7８ ４００ 4２０ －２０ ５ ５ ５ 
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まとめ
今回の傾向は柔軟性、平衡性、脚行動性、歩行能力、握力などで前回のjHll定グループよりも低い数
値を示している。これに対して脚協調性、反応時間、手作業能力などは前年を上まわる。苑の新築が
62年春から開始され、それまで運動場が狭められたことも今回の結果（行動要素の低下）に影響を与
えたものと思われる。個人の61年、６２年の1年間の経過（但し、男,性７、女性５）をみても明らかで
ある。こ茂でも歩行能力、５分間歩・走で男性に有意な差が認められた。「高齢者の生活に必要な体
力は歩行に関係する体力｣』）の指摘の通り、５分間歩．走、ジグザグ歩．走、台昇降などの低下は日
常行動に影響が及ぼされるであろう。
経年変化と生活活動能力の対比は今回のこの資料だけでは、この二つの関連について言及すること
は出来ない。経年変化は柔軟'性、平衡性、歩行能力が低下を示し、握力、単純反応については変化が
認められなかった。
おわりに
苑生活は、活動範囲が限られ、行動力に欠けることは高齢者の体力7)で指摘した通りである。苑で
は朝の体操時に10分間の歩行運動を実施しているが、この歩行方法を個人別に変える事が必要と思わ
れる。又、苑生活者が在宅者と同レベルの行動力を必要とするか否かも検討の余地があろう。今回緒
についた個人の歴年経過を中心として今後も検討していきたい。測定の実施に際して、高齢者の身体
能力やi1'１定種目について種々助言をいただいた、東京都浴風会病院院長、大友英一先生に感謝いたし
ます。
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